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注　認証番号の欄は、導入した環境マネジメントシステムについて第三者の認証を受けている場合にのみ記入してください。

事 業 活 動 に 係 る 法 令 の 遵 守 の 状 況

高効率生産で資源保護　　全員参加の環境マネジメントシステムの構築

環境に配慮した事業活動を自主的に進めていくため
の目標（以下「目標」という。）

省エネ法では原単位のかいぜんも図れているが、温対法では　厳
しい状況である。

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対
する評価

成形上の細かな問題点はいくつかあるが、概ね順調である。

基 本 方 針

白びん・黒びん生産時のカレット比率のアップ（茶びん生産時は100％）
茶びん生産時のオフカラーカレット比率のアップ
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適 用 範 囲

　　　　　　　　 　　　　平成  29年　7月　31日

本社全体

環境マネジメントシステムの評価及び見直しの内容

毎年９月（期初）に見直しを実施。　事業計画に基づいての見直
しとなる。　今回は変更なし。

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 進 捗 状 況

概ね順調に推移している。

認 証 番 号

「部門別経費予算」の達成
原材料費と燃料費の予算必達（事業計画に基づく予算を目標とする）

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 内 容


